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 与えられた課題は違っても 
 
北京オリンピックが閉幕しました。今回の大会は時差もなく日本国民は選手の活躍をほぼオンタイムで見るこ

とが出来ました。 

女子柔道の谷選手に始まり記憶に残るところでは女子マラソンの２選手の棄権に評論家である我々は、「ああ

でもない。こうじゃないのか？」とスポーツ談義に花を咲かせました。 

話は少し古くなりますが、日本のスポーツ振興を考える時に、「東京オリンピック」の果たした役割はとても

大きなものがありました。 

もちろん 45 年も前のことですから今回のような、素晴らしい開・閉会式に目がいくような事はなかったかも

しれませんが、その後の日本スポーツ界の科学的トレーニングの進歩、ソフト面の進化等。今秋、全国専門学

校サッカー選手権大会が開催される「駒沢オリンピック公園」等のハード面の充実等々、数え切れないほどの

素晴らしい果実が日本中に実を結びました。 

選手として参加することが容易なことでないことを私たちはよく知っています。にもかかわらず競技結果のみ

に目をとらわれがちになってしまうのです。 

「日の丸」を背負って大会に臨む重圧は一般の私たちの想像を絶するものがあるでしょう。北島選手が 100Ｍ

平泳ぎ決勝後のインタビューで「なんも言えない」と顔をタオルで覆ったシーンはこの 4年間の重圧から解放

された「スーパーマン康介」の真の姿だったように思います。「代表選手は少しでも上を目指して闘い、私た

ちは応援し、選手との一体感を持つ」このことが本当に大切なことだと思います。私たちスポーツ専門学校で

はもちろん学業も大切にしますが、学生がスポーツを通して成長し続けることを応援します。 

今回の、オリンピックで選手のシューズ等の開発・提供で貢献したミズノがこんなメッセージを出しています。
 

『スポーツがとてつもなく人間を成長させることを。汗まみれ泥まみれになって努力し続けたその先 

には、昨日まで出来なかったことが出来るようになる喜びがあることを。スポーツが、人間どうしの 

関係を正しくしていくことを。ルールを守る大切さ、フェアプレー精神の素晴らしさを学ぶことで人 

はお互いに、いたわりの気持ちを持てるようになることを。スポーツが、世の中を明るくしていくこ 

とを。未来を担う子どもたちが、スポーツを通じて健全なこころとからだを育めば、社会は、今より 

もっと元気になっていくことを。わたしたちは知っています』 
 

まさしく与えられた課題は違っても、願うことはひとつであることを実感するメッセージでした。 
  

 

 ＹＭＣＡスポーツ専門学校学生と湘南とつかＹＭＣＡのシンクロナイズドスイミングクラスの子どもたち

をいつも励ましてくれた銅メダリストの原田早穂選手、感動をありがとう。 

 
  

さて、９月に入り北京ではパラリンピックが開幕します。ＹＭＣＡ福祉専門学校（登戸）の特別授業に何

度か来てくださった、水泳の日本最多メダリスト成田真由美選手を応援しています。スポーツは競技する側

も応援する側もお互い成長でき、愛するすべての仲間がともにひとつになれる素晴らしいものです。これか

らもＹスポはこのことを伝え続けていきます。           

 

 ＹＭＣＡスポーツ専門学校 
                                  校長  熊谷 孝一 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神奈川県専門学校体育大会が今年度もバスケットボール、バレーボール、軟式野球、サッカー、卓球、

ボウリングの6競技に分かれ行われました。学生は思い思いの競技に参加し、仲間とのひと夏の素晴

らしい思い出が作れたようです。 

本校は、サッカーと男子バレーボールが準優勝と、学生たちが一生懸命頑張ってくれました（＾＾）

また、スタッフも応援に駆けつけ、普段とは違う学生の表情を見ることができ楽しませてもらいまし

た！学生の皆さん、お疲れさまでした！！ 

スポーツトレーナー科トレーナーコース３年 

小比類巻 和希さん（市立横須賀総合高等学校卒業）

 

結果は昨年と同様、準優勝でした。惜しくも優勝は

逃したものの、実習の時期と重なったことによる練習

量の少なさ、アタッカー小澤の負傷、そして人数不足。

様々な不安要素を抱えた私たちにとって、今大会の結

果は、とても値ある結果だと思っています。卒業学年

は忙しい時期に入りますが、秋の大会に向けてこれか

らも頑張っていこうと思いますので、応援よろしくお

願いします。 

スポーツトレーナー科トレーナーコース３年  渡部 亜弥さん（県立大井高等学校卒業） 

 

初戦は昨年優勝校の聖ヶ丘でした。１セット目は相手に圧倒され何もできませんでしたが、2セット目は自分た

ちのペースで徐々に試合をすることができました。チームが一つになって戦えたと思います！残念ながら今回は初

戦敗退になってしまいましたが、10月にもまだ大会はあるのでそこで結果を出したいと思います。 

スポーツトレーナー科トレーナーコース１年 

川合 翔さん（県立横浜清陵総合高等学校卒業） 

 

私にとって今回の大会はとても印象に残る大会にな

りました。ケガをしてしまった先輩もいる中、皆で力を

合わせて熱い試合をすることができたので良かったで

す。しかし、決勝戦では最後自分のサーブミスで負けて

しまい準優勝で終わってしまったので本当に申し訳な

かったです。 

皆で楽しくバレーボールが出来たうえ、準優勝にも輝け

たので良い夏の思い出になりました。次の大会では先輩

達の力になれるよう今大会以上に頑張りたいです！ 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
テニスのコーチとして実習 子どものプール指導をしているインストラクター科の山田さん！ 

 
 

オンワードオークスへ実習に行ったトレーナー科の熊本さんと佐藤さん！ グラウンドにあるトレーナーブース

スポーツトレーナー科トレーナーコース２年 

   佐藤 慎哉さん（県立永谷高等学校卒業） 

 

はじめは不安と期待でいっぱいでした。実際に実習

では水回りの管理や、選手がけがや体調不良などを訴

えたときにアイスパックを作りしました。また、常に

選手のそばにいれたので、けがをたくさん見ることが

でき、顔色を見ながら選手の体調が悪くないかなど、

常に気を配る練習もできたと思います。 

実習で１番学んだことは間違いなくコミュニケーシ

ョン能力の重要性でした。選手、スタッフ合わせて

100人以上いるので、顔と名前を覚えるだけでも精一

杯でしたが、選手の特徴、今現在どのようなけがをし

ているかなども把握しなければいけないので、コミュ

ニケーション能力がとっても大切だと思いました。ま

た、他にもリハビリや治療、テーピング等をやってお

り、目の前で見ることが出来、時には選手と同じリハ

ビリを実際に経験するなどして学ぶことがたくさんあ

りました。今後も試合がある時には試合を見に行った

りしながら、これからもオンワードとの関わりを大切

にしていきたいと思いました。 

私はこの経験を今行っているトレーナー活動に活か

していきたいと思います。 

スポーツ専門学校では、各種スポーツクラブ（総合、スイミング、フィットネス、テニスなど）や高等学

校の部活動、神奈川県内のＹＭＣＡなどでスポーツインストラクター科１・２年生、スポーツトレーナー科

１・２・３年生（サッカーコース、こどもスポーツ・保育コースの２・３年生を除く）の学生が企業実習を

行いました。学生自身の目標になっている、インストラクター・トレーナーというものを実際に目の当たり

にすることによりイメージを作り上げ、そこに向かって日々努力していく動機付けになることを期待してい

ます。同時に、学生たちが社会性を身につけ、実践力、対応力のあるインストラクター・トレーナーとなれ

るようにサポートしています！ 

スポーツインストラクター科２年 

 山田 雄介さん（県立中央農業高等学校） 

 

 私は今回の実習で水泳や体操の指導、キャン

プの引率など様々な仕事を体験させていただ

き、実習期間の３週間があっという間に過ぎて

いき、とても充実していました。 

また、児童を対象としたプログラムが多く、

あまり子どもと接したことがなかったので難し

かったです。水泳の短期教室では、子どもたち

の顔、名前、性格、特徴を覚えることによって

一人ひとりに合った指導や対応ができるように

なり、参加者とのコミュニケーションをとる方

法をいろいろと学びました。また、指導面でも

補助やアドバイスの仕方、今までに知らなかっ

た練習方法などを覚えることができて、指導の

バリエーションが増えました。 

この実習を通して新たな経験を積むことが出

来てとても満足しています。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年も恒例の選択ダイビングがスタートしました！ 

まずは、Ｃカード取得者による「アドバンスダイビング」が伊豆大島にて行われました。 

スポーツトレーナー科こどもスポーツ・保育コース２年 

中曽根 京子さん（県立茅ヶ崎西浜高等学校卒業） 

 

 私は、久しぶりのダイビングだったのではじめはとても緊

張して上手く出来るか不安でした。 

 １日目は、中性浮力をとるのが難しくて潜ることに精一杯

でした。しかし、みんなで行った温泉は眺めが良くてとても

気持ち良かったです。２日目はバディに助けてもらいながら

余裕をもってたくさんの魚を観察し、海の中のきれいな景色

を見ることが出来たので楽しかったです。最終日にはだんだ

ん慣れ、２４メートルのディープダイビングを楽しむことが

出来ました。初めて深く潜って水面を見たとき、水面がキラ

キラ光っているのが遠くに見えてとても綺麗で感動しまし

た。 

 ダイビングだけでなく、みんなとプールで遊んだり、海に

飛び込んだり、夜には花火をやったりして、とても良い思い

出になりました。 

 私は今回改めて深い海に潜ることが大好きなんだというこ

とを実感しました。もっとダイビングをこれからもやりたい

と思ったので、来年も沖縄のダイビングに是非参加したいと

思います。 
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•™ 9/20 •i“y•j

•™ 9/21 •i“ú•j

9/24 •i•…•j

9/28 •i“ú•j ●施設見学

10/1 •i•…•j ●個別相談

10/18 •i“y•j 10:00 ●体験授業　　（様々なトレーニング体験）

11/5 •i•…•j •` ●在校生との懇親会

11/9 •i“ú•j 15:00
11/29 •i“y•j

12/3 •i•…•j

1/10 •i“y•j

1/25 •i“ú•j

2/8 •i“ú•j

2/28 •i“y•j

3/7 •i“y•j

3/15 •i“ú•j

☆カレッジインに参加して「カレッジイン推薦証」をGETしよう！
　　　　　GETすると、入試科目が「面接」のみになります。
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●学校説明

（ＹＭＣＡ紹介、学科説明、カリキュラム、就職、学校行事）
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E-mail•Fymsupoko@yokohama-ymca.or.jp
Web:http://www.yokohamaymca.ac.jp
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Core Values •F‚x‚l‚b‚`‚Ì‘å•Ø‚È‰¿’l
CARING （思いやり）HONESTY （誠実さ）
RESPONSIBILITY （責任感）RESPECT（尊敬心）
人間形成に必要とされる価値（VALUE）は様々ですが、
その中でもYMCAはコアになる大切な価値を意識し、専門学校教育の
中に取り入れ、学生に伝えています。
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